
調査報告書岐阜県文化財保護センタ 第621集ニー

道 跡上 平ケ Ⅱ

２０００

岐阜県文化財保護センタ財団法人 一一



灰釉陶器水注



南側から見た上ケ平遺跡周辺

上ケ平遺跡全景



序

岐阜県益田郡の下呂町は、名泉として全国的に知られる下呂温泉とともに発

展してきました。その下呂温泉の熱源といわれる湯ケ峰の山頂近くに産する下

呂石は、石器の原石として岐阜県のみならず、近隣他県にも運ばれ使われてい

たことが知られています。上ケ平遺跡は､湯ケ峰の西方2.5kmに位置しています。

このたび、下呂町森上ケ平に、岐阜県土地開発公社による「りはとぴあ（仮

称)」整備事業が計画きれ、事業予定地内に存在する上ケ平遺跡の事前の発掘

調査を実施しました。

今回の発掘調査では､縄文時代早期から平安時代に至る住居跡が8軒検出きれ

たほか、黒鉛入り土器や須恵器、灰釉陶器などが出土しました。また、遺跡の

全域からは下呂石の原石やかけらが大量に検出きれており、湯ケ峰との関りが

注目きれます。

最後になりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書作成にあたりまし

ては、関係諸機関・各位の温かい御理解と御協力をいただき、厚くお礼申し上

げます。

平成12年3月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長村木光男
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